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大学のイ21WJ 泌、学やt済 など+1定の分1■tついてみ吉をイJ

うことと さ まざまrJ折充を促進することにありまじ,この丁「

は あ らためて指す向Uる よでもわつません。たた llA,ては

これまで学高5教育に大きな力点をおいてきました.大 宇迎月に

必車な由金のほとんどi字上お`細める学yJ[4々 している私字

よ(ッては こ れよI)しろ当然のことかもしれましA.

ところが 文 部科宇台はこのど1ころ大学に言雫された2つの使

命のうち 敦 台はともわ`くる「■を=桐 づる政ネをどiりはじい

ていよす こ 1■は 日 本の1キ束わ`高度な■!,lbの 開発にか

わ`つているという[荷1によるものと考えられます。大ザわ`さ

まざまrJ研究を妃l‐するlnl点になることは 今 や□■にすら

なつていよじ.そ のため 国 は実にいるいちな研究占全を,

当し モ れらを■大字わ`弱争ご手に入■1る市J度をil■してさ

ました。この成只の一つてしょうか こ くtF公 表された世

界を代=す る大■100なの/1かに 日 本の大■が東京大■の

16也をはじめ4校が入るまでにFtrってぃます.

1司人ロコ「は 大 子のランクt〕 に遣和感をもちます.ま た

ll究な=神 t,研究ytを病■でとらせようとする最近の回のL[■

によ 相 当な■れもおぼえよつぃたた 国 の政弟は□人向ちな11

想とはド年のイいベクトルでJⅢいていまJ.4rも と好まざると

に関わらす こ のi J本 の大,は いすれわ研究に相当小lt間

とヨ全狗 ‖)なけれすrf 3/fぃ]i代に安入していきます→

本■てよ そ うしたよ沈空化に対応するため す でに

2005年 7月にあたらしく 研 究 チい拙 情ll札Jどi「!よれる

相十1をつくつよtノた こ の祖前は 学 長わ`t札 長をつとめる

全■組■とし,て色J設さrtたものです 十L札には 財 務担当暉

Jを はじめ 央 章卑で,吊『1さllている倉名の校友もメンll一に

くわわつています.本 十ての市丸を一Ⅲl 先進させることを

日的に合,休 IJをしいているのか こ の組織の 1々仙てJ.

本学は高い:予!面を得た研究を多数午み由tノてきたという東

ftがわります.ま た 佐 コ j研究スタップにもこと欠きませ

冨1学長 (51究担当)大 学院長
研究知財戦略機構 目!機構長

中"F 章

＼
″ rwv明 治大学社会連携促進知財本部

明治大学における研究の促進と成果の公表
―研究知財戦略機構の機能と期待

r・.た だ,念 なことに こ れJiてそうした■日なスタッフや

優秀な研究成共はややbすると点に上よi,てさにさらいう`あ

りまJⅢ Ⅲl克 知 財叫U=“他は 大 ■内L「C■ |!してさにⅢ

究を一冗化し 査 合の詞とや人拐のれに夕を,|うすることを大

きな日的ににッています.

今や打T究はキャンllスをとえ ■ 部を起Ⅲして有北CIに,■

結し 面 に|,長させることわ`FヲFとも必身とされるHt代に変

わ ,Lき てしヽます.た とえば た 壮管理てじ こ れによ い

ホ浮済学と「や'よ学部 モ れに1雪工,=Jイ ドが一l■とな,て怜

年し 安 全■としてllTオをすめる必Tか あり=す  口 じどう
rfFⅢにど夕|とう`ありよす 数 字という拍車的なケIJは 今 日
H.済やlt常 そ ilに心ギ亨イど1生,こに冨十1した十十究分野とよ

くもびつくようにFfってきました.

十1究 匁 P″明暗世祖は 市 工のヨコの担れを進めるF と tッ

ての役=J在栄Fし ます.ま た 十十究に必要rl,■iヶ ぅド保t′ 〕|

究に不可欠な場所の■l■Ⅲどにも手助 Jなする旧“れにな ってい

ます。,に なはtjめとする教,の スタ,フにくわ克 町 材やタ

ぉrfュ/7tttPJの1甲ヨや技友わ`メンA一 にfrってぃるのは そ の
rrlによりの訂です。今後よ 杜 社の下に印オ可Fと知Hl本卜]わ`お

か1■ 研 究体缶よよよリー体化し 抗 ■4とを進める中込Lltです.

もとより ま たまたPuUには山1)しこいよす し わヽし |十

究 対 助戦出1柱キれがなけれは小学のコi冗は ,111(ソてにフま

うか btフれません。小学の市冗をと民ど世るよい手わ` Ⅲl

冗 匁 則LI日=杜‖によう`な0ま せん 孜 叫昂はもとより校

京やこ父母 そ してなによりし学生静呂のi二■,を お1自しヽ

いたしまコ.



社会連携体

l川
崎市工業団体連含会と産学連携

寺尾前会長の後任として '崎 市工業団体連合会第5代 目

の会長に就任してフか月が経過しました。この間 明 治大学

の 日 崎地区産学交流会技術セミナーJ rJどに参加して

産学交流が中小企業にとつていかに必要かということを確

信するに至りました。この度 大 学からの低頼を受けて

この原稿を書くに当たつて テ ス トを翌日に控えた受験生

よろしく 俄 か仕込の勉強で筆を執つた次第です。

川崎市工業団体連合会

(略称 日H工団連」)の 生い立ち

1912年 川崎町議会において 工 場誘致を町是とする決

議がなされました。以降 工 業部市の形成に連綿としてひ

た走り 日 本における一大工業集積地としての基礎を築き

ました。しかし 戦 時中に十数回に及ぶ空察を受け 主 要

な工場は殆ど壊滅してしまいました。復興には困難を極め

ましたが 終 戦の翌年の ]046年 には 異 業種交流会とし

ての協同組合 「高津工友会」が発足し 地 域産業の発展に

大きく貢献しました。続いて ]948年 には 川 崎南工場

振興会が工業に特化した団体として幸区に誕生しました。

また 同 年に川崎の内陸部に 「社団法人川崎中原工場lFa会J

が会員数300社 を集めて結成さllました。この3つの単会

が ロ エ団連」の前身である 日 崎市工場振興連合会」を

立ち上げ 以 来50余 年に巨り活動してきました。この間

]985年 に 「浅野町工業団地組合連絡1/3議会J 86年 に

「社団法人川崎北工業会J 89年 に 「大川町産業振輿連絡協

議会J さ らに91年 に 「下野毛工業協同組合」が発足した

ことによつて '崎 地域全域に核となる組織が構築されま

した。この連携組織の構築は 大 企業との効率的な生産シ

ステムが完成され 地 域の大きrJ発展に繋がりました。

そして2000年 には 行 政の指導を受けながら 上 記のフ

つの工業団体が結集し 各 企業の健全な発展と工業の振興

を目的に 約 1200社 の加盟事業所で構成する今日の 日

工団連」の結成に至っています。

第二の創業を模索して

私が経営する会社は 創 業以来40年 間大手企業のエンジ

ニアリング部門を顧宮とし 要 求されるものを提供する

便利屋 に 徹してマーケットを拡ザてきた会社です。ひと

つの確かなテクノロジーがアプリケーションヘの展開とな

り 姿 を変えて多岐にわたるマーケットに役立てられるこ

とを学習しました。しかし、このビジネスモデルは 企 業

を真に拡大させる方向にはなりません。イノベーションヘ

の思いを深くしているところです。その先駆けとして 産

学連携への期待が日前に開けたとの認識は員重です。産業

界がおつ技術 枝 能 顧 宮から寄せられるニーズなどと

大学が持つ5万究者及び研究成果 施 設や設備などとの一体

化を図つて 地 域の活性化のための新たな技術の取得や新

製品の開発に繋げるビジネスモデルの構築を急ぐ必要があ

ると感じています。

生回校合に 「人」との交流拠点の構築を

近年 日 本の 「ものづくり産業Jの 生産拠点が 中 国や

東南アジア諸国等の海外に移転して空洞化が進行していま

す。こうした状況から脱却して 産 業の活性化を取り戻す

ことが我が国の喫緊の課題であり 川 崎地域も例外ではあ

りません。幸い 川 崎地区は 京 浜工業地帯の要として

これまで増つた高い技術力を埼ち ま た 地 理的にも恵ま

れています。さらに、羽国の国際化が進むと川崎地区は

アジアの玄関日や産学連携の
“
八ブ
ヤ
拠点としての機能を

持つことが期待されようになると思います。

明治大学によ 川 崎地区の産学連携をjBう主要な大学と

して、生回校合に国内外の産学交流センター特に 「人」と

の出会いや交流 情 報受発信ができる場や窓口を開設して

いただきたいと思います。そうすれば 干 天に慈雨を得た

想いで利用する企業や団体が多くなつて 地 域のモチベー

ションは高まり ひ いては我が国のイノベーションの発展

に結びつくのではないでしょうわヽ。今後も川崎地区の発展

のために よ ろしくお願いいたします。

や や 革
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知的財産マネージャーの紹介

l知
財マネージャーとして

縁あつてお手伝いさせていただきます
私は 2006年 4月 に社会連携促進知財本部の知財マネー

ジャーとして加わりました端 (はた)と 申します。最初に

簡単に経歴を紹介いたします。40年 ほど化学関係 (一部油

脂関連食品)の 会社及び関連会社の研究 市 場開発 調 査

企画等の部門で働き 会 社を退いてからは10年 ほどになり

ます。手lEMナたテーマは、エポ■シ樹脂 光 硬化桐脂 ウ

レタン樹B旨 塩 化ビニルの可塑常JtJど樹脂関連分野が主で

すが金属加工用の特殊な潤滑剤などにも関係しました。退

職後は い くつかの企業の技術相談などに応じたこともあ

り 現 在も所属していたある字協会の特別会員として図書

出版に関係するなど 太 いとは言えませんが化学工業とは

つながりを保つておりました。

今回線があつて、明治大学でお手伝いをさせて頂くこと

になりました。学生時代の卒業論文の指導教授が明治大学

の応用化学科設立の際 力 を貸されたことがあるという経

績を知り 少 なからぬ因縁を感じております。

産業界での経験を生かして

長期に頂る不況に苦しんできた中で 国 の政策で始まつ

た科学技術の振興策としての知財戦略に関してよある程度

の認識はしておりました。しかし 文 部科学省や経済産業

省の具体的・J施 策や作り上げた仕組みについてよ知ること

が少なかつたため そ の全体像について改めて多くのこと

を学びつつあります。

知財マネージャーとしては 長 年の産業界での経験を生

かして 当 面は産学連携の部分で大学の先生方の顕在化し

ているシーズを 将 来 よ潜在的なシーズの発掘まで含めて

産業界のエーズに結びつけるお手伝いが出来llばと考えて

います。一部農学系の二一ズを視野に置きながら お 役に

立ちそうなことはなんでもという姿勢で 応 用化学の諸先

生の研究内容の把握に努めている段階です。

まだ限られた範囲の接触ですが 先 生方のお話を伺って

いる過程で感じたことは 教 育活動に多くのエネルギーを

費やさllており 十 分とは言えない研究の環境及びサポー

トの中でシーズを生み出す体制や環境とのパランスを保つ

のに吉心しておられるということです。その言労は 筆 致

に表わせないほどのものがあるように感じました。歴史的

社会連携促進知財本部
知的財産マネーシャー 端 直 明

な経績や運営の経費の問題が大きいと考えられますが 先

LFl新間で報じられた 原 則として議義をしFJぃ 「研究特化

型」の教員を募集し始めたという東大学の試みは知財戦略

の展開の上で生み出された長期的な方策の一つと考えられ

今後の動向が注目されます。

最近の学生について
私の勤務地は 原 則として 理 工学部及び農学部のある

生回のキャンパスとなります。学生との接触は殆どありま

せんが 手 書きとの条件でテストをしたところ 応 用化学

科の学生として当然身につけているべき簡単な反応の化学

式が書けない学生が少なからすいたと嘆いている先生がお

られました。最近の学生のことを良く知らす最初は奇異に

感じましたが こ れは近年の IT技 術の急速な進歩と普及の

大きな員の部分であることに思いいたりました。現在の学

生は レ ポー ト作成の際 化 学式はパソコン上で参考文献

から抜出し貼り付けるだけで 書 くようなことはないよう

です。最近の大学生の2宮」は 中 学生程度の国語力しわ`おつ

ておらす そ の原因はEメ ール 携 帯メールの常用にある

と報道されていました。先頃教育基本法が改正されました

が基本法以前の基礎的なトレーニング法を考える必要があ

るように感じました。江戸時代の教育法の基本 「読み 書

き 算 盤」を再評価すべしという意見もあるようですが

科学教育でもどこかの段階で似た手法を考える必要がある

のではないでしょうか。

窓□一元化への期待
200フ年4月から こ れまで懸案となつていた産字自の窓

回の一元化が計画されています。このことにより 産 学官

に関するワンストップサービスが実現され 知 的財産活動

の新たな展開と前進が期待されます。私自身も知的財産マ

ネージャーとして 今 後 更 に幅を広げて多面的に貢献出

来る道を目指したいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。



アメリカ大学契情の第2回日は サ ウスカロライナ州のクレ

ムソン大学の研究活性化戦略について紹介します。大学技術移

転管理者協会の総会出席のため 米 国に出張した際に同大学の

技術移転組織を訪間した時の話をお知らせします。

クレムソン大学は サ ウスカロライナ小1北西部グリーンLlレ

市の近郊に立地する州内屈柏の小1立大学です。主に機械および

農業技術等の教育機関として1889年 に設立されました。学生

数は 現 在 1フ 000名 以上にのぼり 農  林  ラ イフサイエ

ンス 建築 大文 ビ ジネス 行動科学 理工学、保健 教育 人

間形成学の5学部から構成さ/1る博士課程までの大学です。

同大学は近年 評 価を書しく上げており 今 年 『uS

News&Wond RepOrt‐ 200フ 』の全米公立大学の総合ラン

キングで30位 に選ばれました。また 研 究機関としても名声

を高めており そ の一例として 同 大学の先端繊維 フ ィルム

材料研究センターが 日 立科学財団 (NSF)よ り 全 米に20

ある研究拠点の1つに指定されました。しかし以前 同 大学は

それほど注目を集めるような大学ではありませんでした。

変わ19始めたきっわHサよ 2001年 にジェ
ームス=ベ イカー

氏が同大学へ学長としてtHIし てからだそうです。ベイカ
ー氏

は赴任後 今 後10年 間の自標として 教 育 研 究 公 共サ
ー

ビス 学 生生活のすべてにおいて 全 米公立大学のベスト20

に選ばllることを明確に打ち出し 改 革に着手しました。

ベスト20を 目指す理由としては 一 流の大学と認識される

境界が20で あり こ の水準を達成することにより 優 秀な人

材が集まり 研 究教寄の水準を向上でき 地 元への経済効果を

含め 様 々・JT目乗効果が得られる転換点と考えられるためです。

以前より同大学は教育した人材を他の州へ送り出す構図にな

っていました。こllでよ外1経済が豊わVこなりません。州の機関

であるクレムソン大学が率先して、高度な科学技術を基礎とす

るイノベーシヨンを次々と興せば、それを活用して数々のベン

チャーが起業し 地 元企業も成長し 雇 用を促進できます。さ

らに投資も促進されるため 州 の僑斉に大きく貢献できます。

さて 研 究分野の改革ですが ベ イカー氏は 研 究担当目J学

長にクリス=ブ ッジレンベル氏を指名し、彼に権限を与え 大

学の研究競争力を向上させるための施策を検討させたそうです。

ブッジレンベル氏はそれを受けて ま す研究力を向上させる

ための□―ドマップを作成しました。主なプランは将来性のあ

る中核研究分野および隙間研究分野を10示 ど選定することか

ら始まりました。それとMiし て 外1珈行に働きわ‖ナて 大学の

研究詢椅や施設を大幅に拡充させるための予算を獲得しました。

改事の基本よ 大 学の人材および資源を特定の領切に集中さ

せることとしました。単に 従 来の学部や学科を再編成するの

ではなく 学 部間の壁を取り払うことにより、異なつた学問分

野にまたがつた研究やサービスを行うための全く新しい基盤を

立ち上げることを計画しました。企業では実現できないブレー

クスルーは 異 分野が融合した学問領域から頻出するといわれ

ていますが こ のことを考慮した結果だと考えらllます。

中核研究分野を選定する基準としては 外 部研究資金を将来

どの倒章導入できるかどうわH[焦点をしぼりました。また 隙

間研究分野の選定基準は 将 来大きな市場が望める分野で tJ

おかつ他の大学や企業がまだ着手していない分野としました。

その他 選 定する際の前提条件としては O告 分野で核となれ

アメリカ大学実情 (2)

知的資産センター事務三  小 澤  芳 明

る教員がクレムソン大学に存在すること C州 内の企業や大学

等と連携できること ③ 学生の教育や地域に対するサービスを

さらに向上できること と しました。

研究分野の選定は予想以上に難航したようで、実際には詞査

会社に依頼をして 成 長市場の結果をもとに選定したそうです。

<ク レムソン大学が力を入れる8つの研究教育分野>

1 リ ーダシッフと起業   5 持 続可能な環境

2 自 動車および輸送技術  6 情 章R 通 信技術

3 生 命工学とJ本 医科学  フ  家 庭および地域社会の生活

4 先 端材料 8 -般 教養

同大学が立地しているグリーンロレ市の周辺には ミ シュラ

ンタイヤおよびビー エ ム ダ ブリューの組立工場が立地して

おり 自 動車産業の基盤ができつつありました。そこに着目じ

地元の自動車関連産業との連携を強化することを目的として

自動車および輸送技術の研究分野をます選定したそうです。

また サ ウスカロライナ州に従来から集債されている織推

織物産業との連携を強回なものにするため 先 端繊維 フ ィル

ム材料などを中心とする先端材オめ 野を選定しました。

最も特定が難しかつたのは 生 命工学と生体医科学分野の選

定だつたそうです。外吉師 究資金が得られるような潜在的成長

分野は生命工学分野に多く存在するため、どうしても選定した

わ`つた思惑がありました。しかし、クレムソン大学には 農

林学吉田よ存在しましたが、医字部および裏学部がありません。

同じ州内のサウスカロライナ大学には医学部も要学部もあり

同じ分野に進出すllばかうあつてしまいます。そこで 医 学嘉

学系でない隙間分野 (バイオミメティクス (生物の機能を模倣

する技術〉 生体組織のラビッドフコトタイピング 生 体痢本力

学 分 子組胞ベースの病理学 再 生医療 生 体,1料 バ イオセ

ンサー等)か ら生命工学 由 本庫 斗学分野を拘戎したそうです。

すこいのはここからで こ れら8分里コこ適合する特任教員お

よび研究員を新規に多数採用し さ らに大学院生の定員を2倍

に指やしました。もちろん す でに在箱している教員に対して

上記の分野のどllわ‖こ入ることを奨励しました。

これらの加策が功を奏したためか 同 大学の外部研究資金獲

得額は右肩上がりで増力巳しはじめました (図1参照)。また

技術移転の実績も目ざましく こ こ0年間で毎年200万 ドル以

上のライセンスJ又入を上|ザています。

翻つて当大学の事情を考えてみた場合 こ れらの取り組みを

そのまま適用するのはltaめて難しいといえます。しかし 「研

究大学Jと しての地位を高めるための施策を検討する際には

クレムソン大学の取り組みは何らかの参考になると思われます。
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図 1 ク レムソン大学の外部研究資金獲得額
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社会連携促進卸財本部活動報告

科学技術振興機構 (UST)が 公募した拘戎18年 度

先端計測分析技術 機 器開発事業の機器開発フログラム

に 理 工学部中村利度教授および株式会社リガクの共同

研究グループのテーマ 阿 披型環境分析用アスベスト高

感度演JttX線回折装置の開発Jが 新規に採択されました。

先端計測分析技術 機 器開発事業は、最先端の研究

ニーズに応える創造的 独 倉J的な研究開発に資する先端

計測分析技術および機器ならびにその周辺システムの開

発を推進するための事業です。学術研究および基礎研究

を目的とした事業ではありません。島津製作所の国中耕
―さんがノーベル真を受賞したことがきつわ‖すとなり創

設されました。

本事業は 隅 開発フログラム」および 「要素技術フ

ログラムJか らなり 中 村刻受の勿 レープは ,機器開発

プログラムJに 採択さ/1ました。

当大学の研究開発テーマは 2006年 10月 から2年

6ヶ月間 株 式会社リガクと共同して 建 材などに多く

使用されているアスベストの種類および含有率などを測

定 評 価するためのポータ功 レ型X線 回折装置注)を実

社会連携促進知財本部は 今 年度の主な事業活Blの一

つとして 海 外の大学等との連携を推進していくことを

掲げています。とくに 近 年その産業の発展が書しい中

国の大学との連携を第一義的に位置づけています。この

ため 山 元洋知財本部長 知 財本部員の森下正と菊池雅

史の両教授及び知的資産センター事務室鈴木博之室員と

私の5名が 12月 ]3日 (水)～ 16日 (上)中 国の上

海交通大学と章東理工大学の2大学を訪問し 情 報交換

及び勇本的な交流に向けての意見交換を行つてきました。

紙面の関係上、本号では そ の概略の報告とし、詳細は

次号に掲載することになっています。

上海交通大学は 2006年 の11月 に協力協定文書を

締結したばかりで 今 回の訪間が両大学の言わば最初の

正式な交流となります。14国 の訪間に際しては ま す

大学本部がある上海市内の徐家匹キャンパスで 康 良 喩

学長補佐 曹 兆 敏稗学院副院長 寮 玉 平国際交流合作

与交流処課長の3名と会談し 産 学連携に関する情報交

用化するための開発が行われます。研究開発費の総額は

約2700万 円です。このテーマによ X線 回折装置注)

を校正するための標準試料の作製も含まれています。

うなみに本年度よ]フ5件の応募があり、そのうちの

12件が採択されました。中村教授のグルーフが採択さ

れた機器開発フログラムの採択総数は4件であり そ の

1件として当大学のテーマが採択されたことは非常に名

誉なことといえます。

なお 判 戎19年度も同様の研究開発テーマが募集され

る予定です。応募の締め切りは例年4月中旬となってい

ます。先端的な計刑分析lVlfTならびに機器開発にこ関心

をお持ちの方は以下めホームベージを却 くしてください。

httpi/vvvv■ist 80 ip/sentan himi

本開発事業への応募を含め 公 事研究 共 同研究等の

相談よ 知 的資産センター事務室 (0032964327)

までお願いいたします。

注)X線 回折装置とは 被測定物質へ照射したX線が物質の結
晶格子によって回折される現象を和j用して 物質の結晶梅
造 (搭晶内部の原子困拶」など)を解析するための装置です。

知的資産センター事務長 局 橋  f事

同行キャンパスよ 徐 家匿キャンパスの12倍に当たる

050ヘ クタールからなるキャンパスで そ のスケール

大きさによ思わす溜息をつかざるをえませんでした。

因みに 本 学の全所有地面積は約 100ヘ クタール

に005年 0月現在)で す。

15国は 上 海交通大学と並ぶ中国教育部直属の重点

大学である葦東理工大学の徐家歴キャンパスを訪間

し 弓  玉 景副学長 焦  家 俊国際合作与交流処長等の

会談を行いました。会談では、やはり産学に関する両大

学の取り組みの状況や今後の交流に関しての卒直rJ話し

合いを行いました。章東理工大学に関しては 大 学とし

てTLOの 機能を有し 非 常に強い意欲で知的財産の創

出や技術移転に取り組んでいるという印象を持ちました。

上海の2大学の訪間で 交 流の第一歩とも言うべさ

人脈形成ができたことが何よりの成果であった思います。

今後は 両 大学の国際合作与交流処と知的資産センター

が窓口となつて 今 回の訪間で提案のあつたフログラム

等の実現に向けて 推 進していくことになっています。換の後 両 大学の交流

に向けての忌偉のない

意見交換を行いました。

歓迎昼食会の後 奏 氏

の実内で市内から]時

間程の距離にある新キ

ヤンパス間行キャンパ

スの見学をしました。駁学長補佐と山元本部長の会談 弓副宇長等との会談



「広告メディアとしての仮設工事用シートの開発」
理工学部建築野 沼 年 水 本 直 紀 他 3名

建設現場の工事用シー トを利用した広告サ
ービスの提供。このアイデアで利用するシ

ートは 明 治大学で研究開発さllているリサイ

クルシステムを活用し 再 利用が可能であり 環 境にも配慮した大面積の広告事業。

「アリーズ★クリニック」
専門職大学院グローフ【ルビジネス研究科1年

増山 躍 央 他 2名

「悩み」「ストレスJな どを専門家によるカウンセリングを行しヽ

うつ病などの病気を未然に防止する。従来であれば相談しにく

いはみやストレスなどを 相 設しやすい環境を提供することで

現代社会で増加している精神系の疾患の減少させることをね

らつたビジネスめ

「Mix Babytable」
専門職大学院グ回―パルビジネス研究科 1年

臨 み どり
一人害らしなど少量で購入したい野菜を冷凍し 少 曇で販売す

る。販売だけではなく レ シピや栄衰バランスなどの情報も崎

入者に与えることで 外 食化が進む現代社会の食文化を是正す

ることに着目したビジネス。

「アーティステイツクコミュニケーションズ
～美容による日中友好ビジネス～」
政治経済学部4年  石 田 運 太郎 他 l名

美容を通じた日本 中 国間の文化交流ビジネス。現在美容ブ
ー

ムとなつている中国に ア ジアの実容の最先端である日本の理

容師の技術を仲介するビジネス。

「故郷を救う―新たな発見と実践～

北海道十勝の収穫期における局塵聖峯業体勲の目営」
政治経済学部3年  福 岡 秀 指 同 学部4年  は 浦 真 白

徳島 北 海道十勝をモデルケースとしたUタ
ーシ |ターンビジ

ネス。地域活性化策を提案 実 施し 誘 致したい地域と生きが

いを探したい人を仲介するビジネス。

酸 えて 1大学生
(-2Lた めのポータルサイト)」

法学部3年  三 上 壊 子

受験生が大学生の声をロコミ感覚で聞く

ことで 受 験t高報を入手できるポータル

サイトの運営。

「新卒者のための
ポッドキャステイング求人サイト」
政治経済学部2年 内 回 津 平

勤画 吉 声配信を利用したポータブルフ

レイヤーを通じた求人情報の提供じ

「動物病院ポータルサイトによる

情報提供サービスJ
面学部4年  言 武 難 史 他 10名

ユーザーフレンドリーな機能を備えたサ

イ トによる動物病院検索のための情報提

供ビジネス。

「Empero「 (エンベラー)～女性向大
きめサイズの珊下のオンライン販売判
経営PBF3年  回中 受莉
供ねが少ない24 5om以 上の女性用靴下

のオンライン販売。

「大型医療施設内立地型テーマレスト
ラン<m el>ミ エル (蜜)」

盛学部生命科学科3年  原  庸 太朗

レストラン フ ラワーシヨツプなどを月宜合さ

せた新しいコンセフトの病院内施設の運営。

審査概評
明治大学社会連境促選知財本部長

理輩 郭 教授 山元  洋

第2回の明治大学学生ビジネスアイデア

コンテストよ 連 合駿台会のご協力をいた

だきまして 今 回も前回同様にア月に募集

を開始し 9月 29日 に締め切りました。応

募総数は 7中 で前回より]件多しヽ結果と

なりました。

い募アイデアは 時 代を反映した ITや

労舌関連 健 康に関するものが多く ア イ

デアの内容から応募者の皆さんは未来に向

かって 創 造性が発揮できる方々だと思い

ました。また 今 回は理系の方々からの応

募
48J回 の倍以上の13件 もあり 大 変う

れしく思いました。

審査はアイデア ビ ジネスの可能性等を

主なポイントとして行われました。一次雷

査よ7名の雷査員の先生方に74件 全部を

10点 滴点で点数をつけていただき 順 位

をお願い致しました。この結果を踏まえて

,0月 18日 に雷査員の先生にお集まりいた

だきまして 議 論の末 問 いてみたい案件

を104選 出しました。

そして 最 悟雲査は] 月ヽ13日 (上)に

]04の フレゼンテーシヨンをln谷底実学

長をはじめ 連 合駿台会の長堀守弘会長を

自む10名 の雷査員の先生方の採点をもと

に種々議読致しまして 最 優秀貞l件 優

秀貞2件 特 ,嘆 励賞2件 奨 励賞5件を選

出しました。選出されました10グ ルーブ

の方々には 2心からこ祝福申し上げますb

最優秀貞の r広告メディアとしての仮設

工事用シートの開到 は 建 設現場の工事

用シートを利用した広告サービスの提供だ

けではなく リ サイクリレシステムを活用し

た環境にも配臆した広告事業を展開するこ

とができる点族 平価されました。

このたびの賞金は 連 合駿台会のこSll

から充てさせていただきました。ここに連

合較台会長堀会長をはじめ 連 合駿台会の

営様には心から感謝申し上|プます。今後と

も ご 支援をお願いいたしまして 第 2回

明お大学学生アイデアコンテストの実施慨

要 請 eF 香査結果とさせてしたださます。



●受自者インタビュー

最優秀賞
嘩 部尊 招峰 淋  醜

今回 こ の 「明治大学ビジネスアイデアコンテストJの 最優秀真を

受賞することができて本当にうれしいです。その一言だけです。でも

受自分栄営は 指 導教員の菊池先生や 一 緒にやってきた仲P98の協力

があつてこそです。毎日の実験の合間に皆が集まる時間を作り 書 頚

雷査の書類提出期限ギリギリまで意見を交わし 先 生に助言を求め

諦予錯誤の繰り返しの末にあの形ができあがりました。書類電査わ通 り

ホッとする間もなく パ ワーポイントの司意 発表の準備におわれる日々力塩きました。でも用意

J司 こJこ重ねるに ll 自 信は閣言へと変わりました。曽回券ち取つたグランフリは最高でした。

今後よこの経験を活かし ま たチャンスだと思うので ま す学生ベンチャー企業を立ち上げ

少しすつ前へ進みたいと思います。その前に 学 生の本分である学問の方も決して怠ることな

く ま たこれからがスタートでもあり 本 当の防負なので 心 機一転 私 たち全員気持ちを入

ll替えて日々橋進してしヽきたしヽと思います。

優秀賞
専門職大学院匁 ―′Wレビジネス研究科1年

増山 題 央 他 2名

グローパルビジネス研究科は 授 業開始崎

間が遅いこともあり社会米み学生が多いのが

現状です。社会人だからこそ 実 際に会社で

起きている問題がよくわかるということがあ

ります。そんな気持ちからこの 「アリーズ☆クリニックJの ビジネ

スアイデアは生まれました。「今 会 社で起きている問題は何か?J

私たちよ言言し合いました。その結果 ′酌つ病で仕事場を離れる人が

増えている。これを解決できないか と 思い立ちました。グローパ

ルビジネス研究科の同級生たちに聞くと ど この公社でも 「う9刺

などのいの病で休職している人がいるとのことでした。そして ど

の人も優秀でまじめな人ばかりだといいます。心の風邪を軽しヽうち

に治せば 会 社としても優秀tJ人材が戦線離脱することをFFlぐこと

ができます。「アリーズ☆クリニックJは  心 の風邪をひきそうにな

つた人や 団 田こかかつて慢性化している人が自分を取り戻すきつ

力‖)を作りたいと思つています。

優秀賞
守目的

クコータUレビジネス研新神年 脇  み どり

この度のビジネスアイデアコンテスト優

秀負に選出いたださまして あ りがとうこ

ざいます。また こ のような機会をいただ

きました知的貞産センターの皆様にも厚く

御|じ申し上げます。私自身 社 会大学生であリ ー 児の母である

身として 日 頃 通 学以ftの勉強時間の確保よ非常に厳しいもの

ですもしかし コ ンテス トに応募することで こ れまで以上に

授業で同 わ`を掴 まえんと集中 し 学 んだエ ッセンスや

ツールを具体的に活用しようと考えるようになりました。実践を

目標に据えることで 様 々な角度からの検討を行しヽました そ の

ことが 非 常に効率の良い学習方法であり 自 分自身の成長に栄

がったと感じています。また こ の機会を通じて普段交流の少な

い 学 部生 連 合駿台会の皆様とまみえることもできました。足

ツトまた 次 回もチャレンジさせていただくとともに 具 体的な活

動にもつなげていきたいと思います。

連含駿台会 会 長

期 軌

最優秀賞に決定した水本直紀君他3名

の 「広告メディアとしての仮設工事用シ
ートの開発」を始め 優 秀貞2■ 特 別

奨励賞2件  奨 励賞5件  合 計 10件 は

さすがに選ぼllただけの力曇は充分に感

じら釈た 応 募総数74件 は満足ではない

が 立 派な件数である。内容は多岐にわ

たるが ビ ジネスアイデアの索となる分

野よ生活日用関連にt7敏されていること

は止むをえないことであろう。重厚長大

型の暮幹産業とは異質のものである。こ

の中から ビ ル グ イツさんが生ll ワ

タミ株式会社の渡邊美樹さんが生llてく

ることを行望したい。

連台駿台会 割会長

橋口 隆 二

署査の基準は 起 業可能をアイデアか
―工夫で起業に値するアイデアか 前 回

選考にはもれたが再考挑戦したアイデア

を重点に討議しました。今回は 理 工系

諸君の応募も多く 「オール明治Jの コン

テストとなりました。作品は 既 存 IT

関連ビジネスの類似が多く 新 たなアイ

デアが望まllます。内容的には経済性を

追求するあまり 顧 客サービス闘での観

点が不十分な感がありました。以後は

事業成果1/Hの再処理 再 活用を考隠した

自然環境問題 町 づくり 町 興しと言つ

た地域活性化問題にも配慮したビジネス

が提案さllる事を切望します。今後の課

題は ア イデアをい力‖〔具現するかです.

連合駿台会又は会員が株主で実現するの

も一つの方策かと考えます。

却 柳 擁 締 義

続 紅

全体的に応募作品のレベルは予想以

上に高かったと思います。アイデアの

線り上 す方 説 明資料の完成度 プ レ

ゼンテーションの明快さや説得力など

の点でバランスよく出来上がっていま

した。また ア イデアの八ックボーン

によ ビ ジネスを通じて世の中の役に

立ちたしヽとしヽう理念やビジョンが感じ

らtl 印 泉的でした。実際に起業家を

目指す人たちには 今 後アクションフ

ランや財務戦略を含めた事業計画のレ

ベルアップを有福的に進めていってい

ただきたいと思います。決防に進出で

きなかつた]～3年生は 次 回も挑戦し

て下さい。
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大学知的財産本部整備事業の成果と課題 :ポスト宋1財本部を考える

日時 12007年 ]月1フ日 (水)              <バ ネルディスカッション>(15i00～ 1フi00)

10100～ 18i30                 テ ーマ 「私立大学知財本部長が語る成果と課割

会場 1明治大学駿河台校合アカデミーコモン          パ ネリスト

文部科学省研究振興局研究環境 産 業連携課

第1吉[【シンポジウム】                  私 立大学知財本部長 5名 !

会場 |アカデミーホール (3階)                勝 田 正 文 早 稲田大学知的財産本部

●PROGRAM●                               知 的財産戦略室長

<挨 拶>(13100～ 13i]0)                清 水 啓 助 慶 應義塾大学知的資産センター所長

関会挨拶 山 元 洋                      金 澤 良 弘 日 本大学産官学連携知財センター

明治大学社会連携促進知財本部長                副 センター長

来賓挨拶 文 部科学省研究振興局研究環境 産 業連境課      飯 日 紘 雄 立 命館大学期的財産本部 副 本部長

<基 調議演>(10110～ 14i50)              山 元  洋  明 治大学社会連携促進知財本部長

(1)「明治大学の研究機構改革と産目学連携 i        モ デレータ

知的倉J造サイクルの実現に向けて」           森 下  正  明 治大学社会連携促進知財本部員

講師 i細谷 康 美 (明治大学長)

(2)「今後の科学技術政策と大学知的財産本部整備事  第 2部 【交流会懇親会】(効険卸コ円コミュニティ会員rt4)

業 (仮題)J                   日 時,同国]フi]0～18i30

講師 1文部科学省研究振興局研究環境       会 場 ,アカデミーコモン2階

産業連携課                ※ 技術 シ ーズの展示を併せて行います。

平成]0年 度の科学技術振興調整費委託費の概要が公   ○ 地域再生人材創出拠点の形成

表さllました。科学技術振興調整費は 総 合科学技術   将 来的な地域産業の活性化や地域の社会ニーズの解決

会議の方針に沿つて文部科学省が運用を行う政策誘導    に 向けた 地域再生のための人材を創出する拠点を形成

型の競争的資金です。平成19年 度につきましても 本   Oア ジア科学技術協力の戦略的推進

年度と同様に 第 3期 科学技術基本計画 (平成 ]8年 3   ア ジア諸国とのオープンで対等なパートナーシップを

月閣議決定)の効率的な推進が行わllることになります。    主 導し 地 域共通課題等の解決を図るため 国 際共同

来年度につきましても 本 年度とほぼ同じブログラ   研 究の実施を支援

ムが募集されます。予算は未定ですが 各 フログラム  O科 学技術連携樋策辞の効果的 効 率的な推進

の詳細は以下のとおりです。                科 学技術連携施策群において補完的に実施すべき研究

開発課題について内容 達 成日標等具体的に設定して

O者 手研究者の自立的研究環境整備促達           推 進

テニュア ト ラック制に基づさ 若 手研究者に競争的

環境の中で自立性と活躍の機会を与える仕組みを導入

O女 性研究者支援モデル育成              な お 上 記ブログラムの募集期間よ2006年 12月 から

女性研究者が研究と出産 育 児等を両立し 研 究活動   2007年 2月 までとなっています。応募様式のダウン

を継続するための支援を行う仕組みを導入        □
一ドを含め 科 学技術振興調整費の詳細よ以下のホー

〇先端融合領域イノベーシヨン創出拠点の形戚      ム ページをこ参照ください。

先端的融合領既において 産 官学の協働による 将 来   http″ /vww nlext goip/a_menu/kagaku/chouse/

的な実用化を見据えた基礎的段階からの研究開発を行   ndex him

う拠点を物或

― ′   _      方           ⌒
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]年の多忙さを凝縮したような師走が瞬く間に過ぎて 新 たな年を迎

えました。新年は 大 学知的財産本部整備事業の最終年度に当たりま

す。当知財本部は 恒 例の1月 ]7日創立記念日のシンポジウムをはじ

め 今 年もモデル校として 多 面的な活動をしていきます。インター

フェイスでは そ の活動を掲載していきますので 引 き続きこ愛読の

程よろしくお願しヽしヽたします。

2007年 1月 10日 号/明 治大学社会連携促進知財本部


